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は　じ　め　に
　筆者は今回，当院の第一回市立函館病院医師国内留学
システムを利用して，平成24年 9 月の 1ヶ月間を大阪市
立総合医療センター心臓血管外科にて僧帽弁形成術
（loop technique) 1 )を研修する機会を得たので報告する。
　
大阪市立総合医療センター心臓血管外科
　この病院は平成 5年12月，大阪市制100周年記念事業
の一環として，既存の 5 市民病院を統合して開院され
た。現在，49診療科・10臓器別センターを標榜している。
心臓血管外科は心臓弁膜症に関連した手術が多いことで
全国的に知られている。取り分け僧帽弁形成術は過去 2
年間の弁形成成功率100％と全国に誇る実績を挙げてい
る。
　
僧帽弁形成術（loop technique）
　僧帽弁形成術はフランスのCarpentier らを中心とす
る僧帽弁尖切除形成する所謂フレンチコレクショング
ループ2）とアメリカの Lawrie らの人工腱索により弁形
成するアメリカンコレクショングループに大別される3）。
大阪市立総合医療センター心臓血管外科部長　柴田利彦
先生は後者により僧帽弁形成術（loop technique）を施
行する日本のスペシャリストである。柴田先生は独自に
開発した術具を使用し，すばらしい成績を挙げている。
僧帽弁形成術は術野が小さく手術操作が難しいことから
術者の養成が難しいと言われている。一方で柴田先生は
術者育成にも非常に熱心であることから，著者は大阪で
の研修をすることとなった。
研　　　　　修
　基本的に毎日手術に助手として参加し，空き時間には
経食道エコーを研修した。毎週火曜日には術前・術後の
カンファレンスが行われた。緊急手術があれば夜間や土
日も手術に参加した。大阪市の拠点病院であるためほぼ
毎日緊急手術が行われていた。平日は朝 8時より ICU
回診し，HCUおよび病棟回診をした後，手術に入る日々
が続いた。手術の前後には柴田先生よりレクチャーが行
われた。この講義は手術の要点を詳細に教えて頂くばか
りでなく，疑問点をすぐに解決することに役立った。ま
た，手術に対する心構えも教示して頂き，このことは函
館に戻った後に大いに著者の助けとなった（写真 1・2）。
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写真１：心臓血管外科スタッフ（左から 2人目が柴田先
生， 3 人目が筆者）
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市立函館病院国内留学システム（函サバ）
　函サバの歴史は古く，過去にはフランスなど海外でも
研修をした事例もある。その後は医局人事により医師が
派遣されることとなり，研修も医局単位で行われ，この
システムも過去の遺産となっていた。今回，著者の何と
してでも函館市民に一流の技術で僧帽弁形成術を提供し
たいという思いが，心臓血管外科　森下清文科長に通じ，
更には木村純病院長ならびに吉川修身病院局長にご尽力
を頂き，函サバが再び日の目をみることとなった。
　留学は国内で 1～ 3ヶ月で認められ，その間の基本給
が支給される。また，移動費，引っ越し代，研修期間中
の宿泊代が支給される。研修中の立場は勤務地の変更と
なり，基本的に平日 9時から17時まで勤務し通常通り 4
週 8休として扱われ，公務災害・通勤災害の補償対象と
なる。そして特筆すべきは，この研修期間中も学会参加
が認められる点である。このことには大阪の医師たちも
驚嘆していた。著者もこれを利用して軽井沢での
Mitral conclave という僧帽弁形成術に関する大きな学
会に参加でき，研修とともに大きな成果となった（写真
3）。函サバは医師が安心・充実して研修できる類いま
れなる研修システムと考えられた。
ま　　と　　め
　今回は機会を得て，大阪市立総合医療センター心臓血
管外科にて僧帽弁形成術（loop technique）を研修でき
た。僧帽弁閉鎖不全症は近年増加傾向にあり，僧帽弁手
術の需要は益々高まると予想される。一方で北海道にそ
のスペシャリストはいない。この研修の成果によって函
館が僧帽弁形成術の中心となる一助となれば筆者も幸せ
である。また，この研修システムが病院間の交流の架け
橋になることを願います。
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